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施策の
柱CD

0103

1201

1201

計画名称

教育大綱

こども・家庭応援計画

達成率 ％ 62.50 －　 －　 －　 －　

備

考

目標
％

80 80

実績

達成率 ％ 60.00 －　 －　 －　

50

実績 150

－　

成
果
指
標

こども会議への参加者
数の増

目標
名

250 250

達成率 ％ 80.00 －　 －　 －　

－　

将来は茅野市で暮らし
たいと思う15歳～18歳
の割合

実績 12

－　 －　

メンバー数

目標
名

15 15

メンバー数
達成率 ％ 130.00 －　 －　

達成率 ％ 200.00 －　 －　 －　

39

目標
名

30 30

実績

実績 20

活
動
指
標

開催回数

目標
回

10 10 

一 般 財 源 円 358,700 465,000

財

源

内

訳

－　

そ の 他 特 定 財 源 円

地 方 債 円

国 庫 支 出 金 円

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 358,700 465,000

県 支 出 金 円

成
果
指
標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

帰ってきたくなる魅力あるまちづくり
の推進

将来は茅野市で暮らし
たいと思う15歳～18歳

％ 80

変更
履歴

暮らしたい市内子どもの人数/こども会議での
アンケート回答者数（KPI・どんぐりプラン目

プロジェクトメンバーの構成 メンバー数 名 メンバー実数 30

最終目標値

自己肯定感と自己有用感をもち自己実
現ができる子どもの育成

こども会議への参加者
数の増

名 500

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

参加者数実績（どんぐりプラン目標指標に掲
載）

市内在住・在学の中高生世代

意 図
（どんな状態にしたいか）

今まで気がつかなかった社会に対する視野を広げ、自由な発想と自立心を伸ばす。自分の意見を表明することができるよ
うになる。大人もこどもたちの意見を尊重し、パートナーとして茅野市のまちづくりに共に取り組んでいくようになる。

手 段 ・ 方 法
（ ど う や っ て ）

メンバーを公募し、メンバーが日頃思ったり感じていること、まちづくりの意見・アイデアなどを自由に話し合う中で、
次の3点を基本理念として活動を行う。①自分達でできることは自分達で即実行していく。②大人の力を借りなければい
けないことは、大人がサポートして実行する。③どうしても行政の力を借りないとできないことは、市へ提言する。ま
た、現在まで実施されている「こども会議」の企画・運営を行う。
プロジェクトについて広く周知する。

評
価
指
標
の
作
成

活
動
指
標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

定例会の開催

大人サポーターの養成 メンバー数 名 メンバー実数 15

変更
履歴

開催回数 回 開催回数実績 10

担 当 部 署 こども部 こども課 こども係 連絡先 613

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政
策
番
号

02

基
本
計
画
体
系

項目 計画CD

夢をもち、かなえることができる、自己実現の応援

実行計画 01 夢をもち、かなえることができる、自己実現の応援こども・家庭応援計画

施策の柱の名称
実行計画
の施策の
柱におけ
る指標と
の関連度

高
基本計画①

事 務 事 業 の 概 要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

茅野市の子ども達が、茅野市の未来を「もっと住みやすく、住んでみたくなる」まちにするため、自分達が日頃思ったり
感じていること、まちづくりの意見、アイデアなどを自由に話し合い、それを実現させていくような継続性のある中高生
の組織として「未来プロジェクト」が発足した。この「未来プロジェクト」を事務局としてサポートしていく。

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 07010109

事務事業名 こども未来プロジェクト推進事業 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

2008 ～ 09

01 地域が支える子育て環境の充実

基本計画② 01

項 05 目 03予 算 事 業 名 会計コード 01 款 10

現 状 と 背 景
（ ど う し て ）

中高生が集まりまちづくりについて意見交換、提言をする場として平成20年度から「こども会議」を開催してきた。その
後回数を重ねていくにつれて、提言するだけではどうしてもその場限りになってしまい、その後の発展に繋がらないので
はないかという思いが強まった。そのため、意見や提言を挙げるだけでなく考えたことを実践する組織として「未来プロ
ジェクト」が必要とされた。

事業 11こども未来プロジェクト推進事業費

目

的

対
象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

市民

対 象
（直接働きかける）



担 当 部 署 こども部 こども課 こども係 連絡先 613

事務事業名 こども未来プロジェクト推進事業 事業期間 年度 係内番号2008 ～ 09

最終評価責任者 五味健志

最終評価年月日 2019年5月17日

作成担当者 小坂秀輔

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

メンバーが各中学校に勧誘
目的で訪問しているが、こ
れは毎年、こども会議後に
実施している。市内の中学
生及び高校生の参加者を
多くするために、勧誘活動
を前倒してこども会議前に
実施することで、こども会議
のPRになり、参加者が増え
ると考えられる。コストはほ
とんど増えない見込みであ
る。

現状維持

現状維持
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

課
　
題

メンバー以外の子どもの参
加が非常に少ない結果と
なった。
そのため、アンケートの回
収率も低くなり、全体として
の成果指標の目標未達と
なった。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総
合
評
価

成
　
果

こどもまつりや縄文フェス
ティバルへの参加、こども会
議の運営、古本カフェで挙
げた収益で本を寄付するな
ど、メンバーが考え、実践す
るという一定の効果が出て
いる。

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

メンバー以外の子どもの参
加が非常に少ない結果と
なった。
そのため、アンケートの回
収率も低くなり、全体として
の成果指標の目標未達と
なった。

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開始
後、約５ヶ
月が経過
し、新たに
生じた問題
点や環境の
変化

成

果
翌年
度
方向
性

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の
実施計
画・予算
要求事項
（改革・
改善策）


